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区 分
平成1 7年度
決算額（千円）

平成1 6年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

町 税 449,616 423,812 6.1

地 方 譲 与 税 82,984 70,727 17.3

利 子 割 交 付 金 3,848 5,476 －29.7

配 当 割 交 付 金 1,210 813 48.8

株式等譲渡所得割交付金 2,350 904 160

地方消費税交付金 53,781 59,336 －9.4

自動車取得税交付金 21,577 22,426 －3.8

地 方特 例 交 付 金 11,750 12,972 －9.4

地 方 交 付 税 1,628,665 1,645,082 －1

交通安全対策特別交付金 963 945 1.9

分担金及び負担金 9,241 11,757 －21.4

使用料及び手数料 79,498 68,857 15.5

国 庫 支 出 金 404,227 221,534 82.5

県 支 出 金 360,232 271,889 32.5

財 産 収 入 437 658 －33.6

寄 附 金 360 672 －46.4

繰 入 金 195,000 295,702 －34.1

繰 越 金 196,193 170,093 15.3

諸 収 入 248,629 68,863 261

町 債 580,700 353,240 64.4

合 計 4,331,261 3,705,758 16.9

平成17年度 歳入決算額

※一人当たりは平成18年３月31日現在の人口（6,475人）

自主財源
11億7,897万4千円 27.2％

依存財源
31億5,228万7千円 72.8％

歳 入

43億3,126万１千円は前年度より６

億2,550万３千円の増（前年度対比16.9

%の増）となりました。最も大きな割合

を占めているのは、税収などが少ない

自治体に国から交付される地方交付税

で、16億2,866万５千円（歳入全体の37.

6%）となっています。

前年度と比較して増加している主な

ものは、情報基盤整備事業（ケーブル

テレビ等）などの関係する国庫支出金、

県支出金、町債、諸収入や収納率の上

がった町税などとなっています。また、

地方交付税は前年度に引き続き1,641

万７千円の減少となり、減少額のもっ

とも大きなものとなっています。

歳入に占める「自主財源＊２」は11億

7,897万４千円（27.2%）で、残りの31億

5,228万７千円は、国や県から入るお

金や借金に依存する「依存財源＊３」に

なっています。

平成17年度の決算で

は、町に入ってきた

お金（歳入）から様々

な事業等に使ったお

金（歳出）を差し引く

と３億8,749万４千

円の黒字決算となり

ましたが、この中に

は、翌年度（平成18

年度)に繰り越すべ

き財源1,241万２千

円も含まれています。

歳入

43億3，126万1千円

歳出

39億4,376万7千円

決

算

概

要

平
成
十
七
年
度
勝
浦
町
普
通
会
計

＊１歳 入
43億3，126万1千円

諸収入
2億4，862万9千円 5.7％

分担金及び負担金
924万1千円 0.2％

使用料及び手数料
7，949万8千円 1.8％

国庫支出金
4億422万7千円 9.3％

財産収入
43万7千円 ０％

寄附金
36万円 ０％

交通安全対策特別交付金
96万3千円 ０％

地方特例交付金
1，175万円 0.3％

地方消費税交付金
5，378万1千円 1.2％

自動車取得税交付金
2，157万7千円 0.5％

地方交付税
16億2，866万5千円

37.6％

利子割交付金
384万8千円 0.1％

町 税
4億4，961万6千円

10．4％
町 債

5億8，070万円
13.4％

地方譲与税
8，298万4千円 1.9％

県支出金
3億6，023万2千円

8．3％

繰越金
1億9，619万3千円 4.5％

株式等譲渡所得割交付金
235万円 0.1％

配当割交付金
121万円 ０％

繰入金
1億9500万円 4.5％

町民１人当
たりに使わ
れたお金

609,076円

町民１人当
たりに入っ
てきたお金

668,921円



性質別

歳 出
39億4，376万7千円

目的別

歳 出
39億4，376万7千円

３

区 分
平成1 7年度
決算額（千円）

平成1 6年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

人 件 費 682,036 779,323 －12.5

物 件 費 380,857 365,611 4.2

維持補修費 28,752 43,556 －34

扶 助 費 142,652 146,623 －2.7

補 助 費 等 197,280 209,809 －6

普通建設事業費 1,087,465 399,311 172.3

災害復旧事業費 247,073 249,736 －1.1

公 債 費 744.179 856,356 －13.1

積 立 金 20,101 30,856 －34.9

投資及び出資金 101,083 87,176 16

貸 付 金 7,170 7,650 －6.3

繰 出 金 305,119 233,558 30.6

合 計 3,943,767 3,409,565 15.7

平成17年度 性質別歳出決算額

用語解説

＊1 普通会計……財政比較や統一的な掌握のため、地方財政統計上

統一的に用いられる会計区分。本町の場合は一般

会計と住宅新築資金貸付特別会計を合わせたもの。

＊2 自主財源……自前で収入できるお金。町税、分担金負担金、使

用料手数料、財産収入、寄附金など。

＊3 依存財源……国や県から交付されたり、借り入れたお金。地方

交付税、国庫・県支出金、町債、など。

区 分
平成1 7年度
決算額（千円）

平成1 6年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

議 会 費 60,624 57,406 5.6

総 務 費 1,175,326 437,386 168.7

民 生 費 651,268 604,605 7.7

衛 生 費 366,023 352,744 3.8

農林水産業費 272,858 382,662 －28.7

商 工 費 22,172 22,948 －3.4

土 木 費 127,760 161,118 －20.7

消 防 費 43,889 55,239 －20.5

教 育 費 232,595 229,365 1.4

災害復旧費 247,073 249,736 －1.1

公 債 費 744,179 856,356 －13.1

合 計 3,943,767 3,409,565 15.7

平成17年度 目的別歳出決算額

民生費
6億5，126万8千円

16.5％

公債費
7億4，417万9千円

18.9％

総務費
11億7，532万6千円

29．8％

土木費
1億2，776万円 3.2％

商工費
2，217万2千円 0.6％

災害復旧費
2億4，707万3千円
6.3％

議会費
6，062万4千円 1.5％

消防費
4，388万9千円

1.1％

教育費
2億3，259万5千円
5.9％

歳 出

歳出は、どういう目的で使われたか(目的

別歳出)と、何に使われたか(性質別歳出)の

２種類の分別方法により掲載しています。

目的別歳出の状況では、情報基盤整備事業

（ケーブルテレビ等）などを行った総務費が

前年度対比168.7％増の11億7,532万６千円と

大幅に増加しています。また、町債に対する

返還金である公債費は前年度対比で13.1％減

少し７億4,417万９千円となりました。

性質別歳出の状況では、人件費・公債費・

積立金が前年度対比で10％を越える減少となっ

ている反面、情報基盤整備事業などを行った

普通建設事業費は前年度対比で172.3％の大

幅増となっています。

人件費
6億8，203万6千円

17.3％

物件費
3億8，085万7千円

9.7％

公債費
7億4，417万9千円

18.9％

普通建設事業費
10億8，746万5千円

27.6％ 扶助費
1億4，265万2千円
3.6％

補助費等
1億9，728万円 5.0％

災害復旧事業費
2億4，707万3千円
6.3％

繰出金
3億511万9千円 7.7％

貸付金
717万円 0.2％投資及び出資金

1億108万3千円 2.6％

積立金
2，010万1千円

0.5％

衛生費
3億6，602万3千円 9.3％

農林水産業費
2億7，285万8千円 6.9％

維持補修費
2，875万2千円
0.7％

※各グラフの比率は四捨五入のため合計が100％にならない場合があります。
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10月７日、勝浦町農村環境改善センターにおいて地域情報化に関するイベントが開催

されました。会場では、下記催しのほか情報通信関連会社による情報通信機器等の展示

会が行われ、ＴＶ会議システムやケーブルテレビの多チャンネル放送のデモ、人の言葉

に反応するロボットなどが来場者を楽しませていました。

ケーブルテレビ・インターネット各種問い合わせ先

■サービス・工事・料金等に関すること （勝浦町・上勝町地域情報センター 0120－960138）

■ケーブルテレビ多チャンネルサービスに関すること（ケーブルテレビ徳島㈱ 088－655－4000）

■勝浦町総務税務課 42－2511

勝浦町・上勝町地域情報化施設開所記念式典

勝浦町・上勝町地域情報化施設の開所

記念式典が、飯泉県知事や江村総務省高

度通信網振興課長、両町の関係者など約

60名の出席のもと行われました。式典で

は、テープカットや祝辞をいただくなど、

開所を祝いました。

この施設は、勝浦町と上勝町が連携し

て平成17年度に地域公共ネットワーク整

備事業と国・県の補助（加入者系光ファ

イバ網設備整備事業）を活用し整備した

もので、超高速インターネットが可能な

環境が実現されると共に、2011年からの

テレビの地上波放送完全デジタル化への

対応も可能となります。

徳島大学 勝浦タウンミーティング

徳島地域連携協議会の下に徳島大学主催によ

り、「地域の情報化」をキーワードに「ケーブ

ルテレビ・インターネットで何かが変わる」と

題してタウンミーティングが開催されました。

会場には約300人が参加し、吉田敦也徳島大

学教授がインターネットやホームページで何が

でき、何に役立つかなどを説明。

また、本町出身の同大学生からインターネッ

トを利用したよってネ市や図書館の事例紹介が

あり、参加者からも質問が出され、意見交換が

行われました。

10 月 ７ 日
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去
る
、
十
月
二
十
一
日

農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第

十
六
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
町

内
外
か
ら
約
四
百
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
「
町
民
の
方
々
に
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
い
て
ほ
し
い
」
そ
ん

な
願
い
と
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て
、

な
お
一
層
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
各

関
係
団
体
と
連
携
の
も
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
と
と
も

に
年
一
回
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
場
に
お
い
て
、
永
年
に

わ
た
り
、
地
域
で
保
健
や
福
祉
に

功
績
、
貢
献
の
あ
っ
た
方
々
に
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
特
に
、
勝

浦
町
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
徳

島
県
が
死
亡
率
の
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
が
十
三
年
続
い
て
い
る
「
糖
尿

病
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
勝

浦
病
院
院
長
の
平
賀

隆
先
生
に

よ
る
基
調
講
演
「
緊
急
課
題
！
糖

尿
病
」
と
南
部
総
合
県
民
局

阿

南
保
健
所

主
査

稲
井
芳
枝
先
生

に
よ
る
「
徳
島
県
の
糖
尿
病
対
策
」

の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
賀
先
生
か
ら
は
、
糖
尿
病
の
原

因
や
治
療
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

特
に
、
合
併
症
（
腎
症
、
網
膜
症
、

神
経
症
）
の
話
で
は
、
改
め
て
糖

尿
病
の
重
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
稲
井
先
生
か
ら
は
、
医

療
機
関
と
の
連
携
の
も
と
実
施
し

て
い
る
連
絡
票
の
活
用
効
果
と
現

在
、
徳
島
県
が
糖
尿
病
対
策
の
一

環
と
し
て
、
考
案
さ
れ
た
食
生
活

改
善
の
た
め
の
、
ヘ
ル
シ
ー
阿
波

レ
シ
ピ
と
運
動
習
慣
の
動
機
づ
け

と
し
て
、
阿
波
お
ど
り
体
操
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
阿
波
お

ど
り
体
操
は
、
更
生
保
護
女
性
会

が
主
体
と
な
っ
て
実
演
さ
れ
、
会

場
の
参
加
者
も
一
体
と
な
っ
て
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
ご
ろ
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
男
の
料
理
教
室
会
員

に
よ
る
、
勝
浦
町
特
産
の
み
か
ん

を
使
っ
た
オ
レ
ン
ジ
蒸
し
パ
ン
の

試
食
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
、
大

変
好
評
で
し
た
。

ま
た
場
外
で
は
、
第
四
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
、
色
々
工
夫
さ
れ
た
各
種

模
擬
店
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
、
勝
浦

町
民
が
健
康
で
長
寿
を
享
受
で
き

る
よ
う
、
な
お
一
層
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
感

謝
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

一

勝
浦
町
長
表
彰
状

黒
岩
愛
育
班
（
保
健
予
防
活
動
）

速

水

克

彦
（
民
生
児
童
委
員
）

武

田

京
（
主
任
児
童
委
員
）

増

井

公

子
（
主
任
児
童
委
員
）

二

勝
浦
町
長
感
謝
状

森

脇

和

一
（
人
権
擁
護
委
員
）

三

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
状

東

弘

憲
（
老
人
福
祉
）

河

内

徳

男
（
老
人
福
祉
）

若

木

見

一
（
障
害
者
福
祉
）

山

川

正

夫
（
障
害
者
福
祉
）

植
松
キ
ヨ
コ
（
障
害
者
福
祉
）

大
本
イ
ワ
ヱ
（
遺
族
会
福
祉
）

阿
部
登
美
子
（
単
独
老
人
）

戸

川

照

男
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

平
山
美
千
江
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

廣
安
美
枝
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

平

畠

良

美
（
勝
寿
会
）

國

清

晴

代
（
勝
寿
会
）

橋

本

福

美
（
勝
寿
会
）

山

本

一

惠
（
勝
寿
会
）

前

田

絹

代
（
勝
寿
会
）

四

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

美

馬

美

登
（
善
意
銀
行
）

寺

尾

雅

好
（
善
意
銀
行
）

上
平
カ
ヱ
コ
（
善
意
銀
行
）

上

平

雅

子
（
善
意
銀
行
）

倉

坪

徹
（
歳
末
募
金
）

栗

城

政

美
（
歳
末
募
金
）

廣

瀬

春

男
（
歳
末
募
金
）

田

村

直

美
（
歳
末
募
金
）

橋

本

貢
（
歳
末
募
金
）

澤

口

俊

夫
（
歳
末
募
金
）

平

岡

千

鶴
（
歳
末
募
金
）

井
口
ヒ
サ
子
（
歳
末
募
金
）

中

カ
ツ
ミ
（
歳
末
募
金
）

観
野
キ
ヌ
ヱ
（
歳
末
募
金
）

庵
本
す
み
こ
（
歳
末
募
金
）

瀧

花

性

善
（
歳
末
募
金
）

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

糖
尿
病
の
重
大
さ
に
つ
い
て

基
調
講
演
さ
れ
る
平
賀
院
長

徳
島
県
で
の
糖
尿
病
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
る
稲
井
主
査

▲阿波おどり体操を会場の参加者と一体で
▲運動習慣の動機づけとして紹介された阿波おど
り体操を実演される更生保護女性会の皆さん

第16回 健康･福祉まつり

盛大に開催される!

�

�



まちかど散歩みち

第18回全日本高校デザインイラスト展

内閣総理大臣賞 受賞!!

徳島県立徳島商業高等学校

池
いけ

内
うち

理
り

菜
な

さん

Ａ
ゾ
ー
ン

・
予
選
リ
ー
グ

生
比
奈
ク
ラ
ブ
２
―
０
津
乃
峰
ジ
ュ
ニ
ア

那
賀
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ
０
―
２
山
口
ジ
ュ
ニ
ア

・
決

勝
生
比
奈
ク
ラ
ブ
２
―
０
山
口
ジ
ュ
ニ
ア

Ｅ
ゾ
ー
ン

・
予
選
リ
ー
グ

勝
浦
Ｊ
Ｖ
Ｃ

２
―
０
相
生
Ｊ
Ｖ
Ｃ

大
野
城
山
Ｊ
Ｖ
Ｃ
２
―
０
宍
喰
杉
の
子

・
決

勝
勝
浦
Ｊ
Ｖ
Ｃ

２
―
０
大
野
城
山
Ｊ
Ｖ
Ｃ

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

勝
浦
大
会

「地球破滅レストラン」

６

池内理菜さん（久国）が、第18回全日本高校デ
ザイン・イラスト展（同実行委員会主催）で第一

席の内閣総理大臣賞を受賞しました。

レストランでウエイターが客である地球にミ

サイルをはさんだハンバーガーなどを差し出し

ている様子をアクリル絵で描き、環境汚染や戦
争で地球を破壊する人類に対し警告の意味を込

めています。この作品は、10月から来年２月に

かけて全国６ヵ所で展示されています。

第
二
十
五
回
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会

（
勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
合
会
主
催
）
が
十

月
十
五
日

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
外
で
、
町
内

外
か
ら
五
十
五
チ
ー
ム
約
五
百
人
を
迎
え
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
勝
浦
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
横
瀬
小

学
校
）
と
生
比
奈
ク
ラ
ブ
（
生
比
奈
小
学
校
）
の

計
二
チ
ー
ム
が
出
場
、
六
ゾ
ー
ン
に
別
れ
て
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
チ
ー
ム
の
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

横瀬ＪＶＣ

生比奈クラブ
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machikado sanpomichi

ゴルフ愛好者の念願でありました町民を

対象とした親睦ゴルフ大会を、10月８日に

開催しました。第１回大会は、秋晴れのお

天気に恵まれ、なごやかな雰囲気のなか、

85人の参加者が親睦を深めました。

地区対抗戦では、坂本・中山合同チーム

が、横瀬チームを僅差でかわし、栄えある

初優勝を飾りました。

この大会は、福井常一さん（中角）の呼

びかけで実現したもので、来年から春と秋

の年２回の開催を目標としていきます。今

後は、開催案内も広報で紹介しますので、

参加を希望される方は、お気軽に各地区役

員にご相談ください。

なお、今大会のチャリティ募金を善意銀

行に寄付させていただきました。

ゴルフ大会

第
二
回
ロ
ー
ソ
ン
カ
ッ
プ

が
九
月
二
十
四
日
小
松
島
市

営
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
勝

浦
町
体
協
ウ
ィ
ー
ル
が
念
願

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

一
、
二
回
戦
は
ス
ム
ー
ズ

に
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
で

は
二
―
一
と
白
熱
し
た
試
合

に
な
り
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
長
年

の
夢
で
あ
っ
た
全
国
大
会
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

勝
浦
体
協
ウ
ィ
ー
ル
は
来

年
三
月
二
十
八
日
か
ら
四
日

間
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
八
時
か
ら
生
比

奈
小
学
校
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

明
る
く
、
楽
し
く
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

い
つ
で
も
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。

祝
！

優
勝
!!

全
国
大
会
出
場
へ

町
民親

睦



８

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
十
一
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

十
一
月
の
行
事

十
一
月
は
、
お
も
ち
つ
き
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
実
施
し
ま
す
。

七
日

園
庭
で
あ
そ
ぼ
う

十
四
日

食
育
教
室

二
十
一
日

民
生
児
童
委
員
さ
ん
と

お
も
ち
つ
き
を
し
よ
う

二
十
八
日

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

※
十
一
月
十
四
日
の
食
育
教
室
は
、
八
日

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

十
二
月
の
行
事

八
日

ク
リ
ス
マ
ス
会

（
軽
食
が
あ
り
ま
す
）

十
日

ケ
ー
キ
作
り

九･

十
月
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

九
月
二
十
六
日
、
遠
足
を
兼
ね
て
阿
南
消

防
署
を
見
学
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
の
説
明
、

は
し
ご
車
の
は
し
ご
を
全
部
伸
ば
し
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
救
急
車
の
担
架
で
運
ば
れ

る
搬
送
者
役
の
お
母
さ
ん
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

の
救
出
訓
練
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
三
日
に
は
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
園
庭
で
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

第
四
回
を
迎
え
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ

ス
タ
を
十
一
月
二
十
三
日
に
開
催
し
ま
す
。

勝
浦
町
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
、
高
校
生
、

専
門
学
生
、
一
般
ま
で
の
幅
広
い
バ
ス
ケ
ッ

ト
愛
好
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
企
画
で
す
。

子
供
た
ち
の
か
わ
い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
息
を
呑
む
よ
う
な
華
麗
な
プ
レ
ー
が
見
ら

れ
る
か
も
？
楽
し
み
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

開

催

日

十
一
月
二
十
三
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

開
催
場
所

生
比
奈
小
学
校
体
育
館

勝
浦
町
で
は
毎
年
「
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
」
と
題
し
て
、
『
広
報
か
つ
う
ら
』

一
月
号
に
掲
載
す
る
作
文
を
新
成
人
か
ら
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
原
稿
用
紙
四
百

字
詰
め
一
枚
程
度
で
す
。
掲
載
さ
せ
て
頂
い

た
方
に
は
、
少
し
で
す
が
お
礼
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
十
日

ま

で
に
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り

返
し
、
様
式
と
参
考
ま
で
に
昨
年
掲
載
致
し

ま
し
た
作
文
を
送
ら
せ
て
い
た
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
厳
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

十
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

生
名
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
鶴
林
寺
へ
の
へ
ん

ろ
道
を
修
復
す
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
九
月
二
十
四
日
に
も
自
分

た
ち
で
修
復
作
業
を
行
い
、
三
十
段
が
次
の

よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
賛
同
者
も

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
日
は
、

ト
ン
ガ
、
ク
ワ
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具
と

お
弁
当
持
参
で
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
日

十
一
月
十
二
日

午
前
八
時
三
十
分

生
名
集
会
所
集
合

（
ご
参
加
頂
け
る
方
は
、
直
接
生
名

集
会
所
に
集
合
し
て
下
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
５

消
防
車
を
見
学
す
る
こ
ど
も
た
ち

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
十
一
月
行
事

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

新
成
人
の
抱
負
！

作
文
募
集

募

集

情 報 アア ラ カ ル ト

へ
ん
ろ
道

修
復
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

▲
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11月29日 11月22日 11月15日 11月８日 11月１日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
十
一
月
生
お
誕
生
会

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
乳
幼
児
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

午
前
十
時
三
十
分
～

※
準
備
物
…
大
人
用
ハ
ブ
ラ
シ

こ
ど
も
用
ハ
ブ
ラ
シ

手
鏡

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
手
作
り
楽
器
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
し

よ
う

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
絵
か
き
歌
で
遊
ぼ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
さ
つ
ま
い
も
で
ス
タ
ン
プ
遊
び
を

し
よ
う
等

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
お
よ
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
勝
浦
町
に
在
籍
し
、
家
庭
で
保
育

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

※
食
事
・
排
泄
・
言
葉
な
ど
子
育
て
に
よ
る

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
み
を

抱
え
ず
に
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
お

子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
共
に
楽

し
く
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

前
日
祭

日
時

十
一
月
十
八
日

午
前
十
時
～
正
午

場
所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内
容

記
念
講
演

徳
島
大
学
人
間
社
会
学
科

助
教
授

三
浦

哉

先
生

演
題

｢

正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
正
し
い

筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ｣

に
つ
い
て

学
園
祭

日
時

十
一
月
十
九
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内
容

展
示
紹
介
、
体
験
学
習
（
理
学
療

法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
）
、
模

擬
店
、
バ
ザ
ー
、
ダ
ン
ス
、
ビ
ン

ゴ
大
会
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
数

テ
ー
マ

か
つ
の
り

～
徳
医
専
一
周
無
期
限
の
旅
～

町
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
４
２
）４
８
１
０

平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
伴
い
障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
指
定
相
談
事
業
者
へ
委
託
を
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
内
容

障
害
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
そ
の
他
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
、
必
要
な
支
援

を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

右
記
以
外
の
日
時
で
も
電
話
等
の

相
談
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
の

固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

土
地
の
現
況
地
目
の
変
更
や
家
屋
の
取
り

壊
し
等
が
あ
れ
ば
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。家

屋
滅
失
届

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
。

土
地
使
用
現
況
届

土
地
の
現
況
地
目
を
変
更
し
た
と
き
。

納
税
義
務
者
変
更
届

土
地
や
家
屋
の
使
用
貸
借
契
約
等
に
よ

り
納
税
者
を
変
更
す
る
と
き
。

相
続
人
代
表
者
届
出
書

所
有
者
の
死
亡
に
伴
い
、
納
税
義
務
者

を
指
定
す
る
と
き
。

不
動
産
（
家
屋
）
の

取
得
に
係
る
申
告
書

新
築
・
増
築
家
屋
を
建
築
し
た
と
き
。

※
各
種
届
け
出
は
認
め
印
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
十
一
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

第
十
一
回

紅

舞

祭

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
係
る
届
け

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

日

時

11月６日

17日

29日

12月７日

19日

27日

場

所

福祉センター

１階研修室
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勝
浦
町
立
川
は
、
全
国
屈
指
の
化
石
の
宝

庫
で
す
。
秋
の
紅
葉
の
季
節
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
と
化
石
現
地
指
導
」
の
楽
し
い
行
楽
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
し
て
、
一

億
三
千
年
の
目
覚
め
か
ら
さ
め
る
恐
竜
の
骨

が
見
つ
か
る
か
も
。

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
の
歯

の
化
石
の
発
見
者
、

菊
池
先
生
も
高
知
県

か
ら
特
別
参
加
い
た

だ
き
ま
す
。

日

時

十
一
月
二
十
三
日

（
祝
日
）

場

所

人
形
文
化
交
流
館
お
よ
び
立
川
・

恐
竜
の
里

受

付

人
形
文
化
交
流
館

午
前
九
時
か
ら

立
川
集
会
所
出
発

午
前
十
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
恐
竜
講
座
を
人

形
文
化
交
流
館
に
て
行
い
ま
す
。）

参
加
料

大
人
千
円
、
小
人
五
百
円

（
一
日
保
険
料
・
軽
食
・
飲
物
付
）

後

援

勝
浦
町

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

申
込
先

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男

宛

（
４
２
）２
３
６
１

※
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

書
い
て
十
一
月
一
日

（
消
印
有
効
）
ま

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

徳
島
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
を

間
近
で
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

日

時

十
一
月
四
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場

所

勝
浦
町
大
字
生
名

人
形
文
化
交
流
館

出

演

生
比
奈
小
学
校
児
童

勝
浦
高
校
民
芸
部
卒
業
生

勝
浦
高
校
民
芸
部
、
勝
浦
座

演

目

「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
巡
礼
歌
の
段
」

「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
十
郎
兵
衛
内
の
段
」

「
壺
坂
観
音
霊
験
記
沢
市
内
か
ら
壺
坂
寺
の
段
」

「
義
経
街
道
娘
恋
鏡
」

主

催

勝
浦
座
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会

入
場
料

一
般
三
百
円

小
学
生
百
円

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
対
象
者
は

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
の
方
で

平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

戦
没
者
等
の
子

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
と
死
亡
当
時
生
計

関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成

十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
婚
姻
お
よ

び
養
子
縁
組
に
よ
り
氏
が
変
わ
っ
て
い

る
方
を
除
く
。）

以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

か
ら

以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
。）

支
給
内
容

額
面

四
十
万
円

十
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

請
求
窓
口

請
求
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

市
区
町
村
役
場

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
役
場
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

来
年
の
国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、「
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
勝
浦
」
が
開
催
中
で
す
。
町
内

小
・
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
や
グ
ル
ー

プ
・
個
人
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
花
と
勝

浦
高
校
や
県
下
農
業
高
校
で
栽
培
さ
れ

た
花
一
万
鉢
が
、
人
形
文
化
交
流
館
に

大
集
合
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
飾
ら
れ
た
花
は
、
日
本
を
代

表
す
る
菊
の
花
を
中
心
に
並
べ
ら
れ
、

目
の
保
養
ば
か
り
で
な
く
心
を
な
ご
ま

せ
る
効
果
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も
あ

り
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

花
や
物
産
の
即
売
会
な
ど
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

阿
波
人
形
芝
居

勝
浦

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

恐
竜
の
里

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾
）

只
今
開
催
中
！
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勝
浦
町

看
護
師
採
用
試
験

実
施
に
つ
い
て

試 験 区 分 看 護 師

受 験 資 格
昭和46年４月２日以降に生まれた者で、
看護師の免許を有する者

採用予定人数 若 干 名

試 験 日 平成18年11月19日

試 験 場 勝浦町役場

申込受付期間

平成18年11月１日 から11月10日 までの

執務日の午前８時30分から午後５時
（土・日・祝日を除く）

勝
浦
町
で
は
、
次
の
と
お
り
看
護
師
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
勝
浦
町
役
場

総
務
税
務
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

総
務
税
務
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課
（
総
務
担
当
）

（
４
２
）２
５
１
１

断
層
運
動
に
よ
っ
て
急
激
な
ず
れ
が

起
こ
る
の
が
地
震
で
、
そ
の
衝
撃
で
波

が
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
波
に
は
、
Ｐ
波

（
初
動
）
、
Ｓ
波
（
主
要
動
）、
表
面
波
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
波
を
総
称
し
て
地
震

波
と
呼
び
ま
す
。
地
震
波
の
Ｐ
波
と
Ｓ

波
は
左
図
の
よ
う
に
、
伝
わ
る
速
度
が

異
な
り
、
は
じ
め
に
Ｐ
波
（
小
さ
な
揺

れ
）
が
伝
わ
り
、
そ
れ
か
ら
Ｓ
波
（
主

要
動
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
揺
れ
）
が
伝

わ
り
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
と
は

緊
急
地
震
速
報
は
、
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の

伝
わ
る
速
度
の
差
を
利
用
し
て
、
地
震

の
大
き
な
揺
れ
が
到
達
す
る
前
に
お
知

ら
せ
す
る
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
は
、

右
図
の
よ
う
に
観
測
所
で
観
測
し
た
Ｐ

波
か
ら
、
地
震
の
発
生
し
た
場
所
（
震

源
）
や
地
震
の
規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
）
を
解
析
し
て
、
こ
れ
ら
か
ら
各
地

で
の
主
要
動
（
大
き
な
揺
れ
）
の
到
達

時
刻
や
震
度
を
推
定
し
、
情
報
と
し
て

発
表
し
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
の
技
術
的
限
界

情
報
を
発
表
し
て
か
ら
、
大
き
な
揺

れ
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
、
震
源

と
の
距
離
に
も
よ
り
ま
す
が
、
長
い
場

合
で
も
十
数
秒
か
ら
数
十
秒
と
短
い
も

の
で
す
。
特
に
、
内
陸
直
下
型
地
震
で

は
情
報
の
伝
達
が
、
大
き
な
揺
れ
（
主

要
動
）
の
到
達
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
落
雷
や
機
器
の

障
害
な
ど
の
ノ
イ
ズ
に
よ
り
誤
っ
た
情

報
を
発
表
し
た
り
、
震
源
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
少
数
の
観
測
地
点
で
、
か
つ
、
短

時
間
の
間
に
推
定
す
る
こ
と
か
ら
、
精

度
が
十
分
で
な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
課
題
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
の
提
供

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
緊
急
地
震
速
報
が
適
切
に
利
用

さ
れ
れ
ば
、
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害

の
軽
減
に
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
混
乱
無
く
活
用
が
可
能

な
分
野
へ
の
提
供
を
、
八
月
一
日
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
、

緊
急
地
震
速
報
の
活
用
に
あ
た
っ
て
の

課
題
を
解
決
し
て
か
ら
広
く
提
供
を
行

な
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

０
８
８（
６
２
６
）０
６
７
６

緊

急

地

震

速

報



慌てるな 矢先の向こうに 人の影

撃ちません 獲物の確認できるまで

確かめよ 人か獲物か 撃つ前に

誰も見ぬ 猟場で守る あなたのマナー

ハンターは
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安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

趣

旨
近
年
、
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
が
急
増
し
、

虐
待
に
よ
る
児
童
の
死
亡
事
例
が
依
然
と
し

て
発
生
し
続
け
て
い
る
中
で
、
児
童
虐
待
の

発
生
予
防
か
ら
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
保

護
・
支
援
・
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
至
る
ま
で
切

れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
体
制
が
確
保
さ

れ
、
有
効
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
総
合
的
な
対
策
が
地
域
に
根
づ

き
、
効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、

援
助
関
係
者
を
含
む
各
界
各
層
の
幅
広
い
国

民
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

こ
の
た
め
、
十
一
月
を
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
（
以
下
「
月
間
」
と
い
う
。）」
と

定
め
、
期
間
中
に
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
種
々
な
取
組
を
集
中

的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
や
学
校
、

地
域
な
ど
社
会
全
般
に
わ
た
り
、
児
童
虐
待

問
題
に
対
す
る
深
い
関
心
と
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
多
く
の
民
間
団
体
や
国
・
地
方
公

共
団
体
な
ど
関
係
者
の
積
極
的
な
参
加
を
求

め
、
協
働
し
て
児
童
虐
待
防
止
対
策
へ
の
取

組
を
推
進
し
、
そ
の
充
実
と
定
着
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

基
本
方
針

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
国
民
的
意
識
の

高
揚
・
定
着

地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
児
童
虐
待
防
止
活

動
の
促
進

児
童
虐
待
防
止
活
動
に
よ
る
民
間
団
体
等

の
関
係
団
体
や
関
係
機
関
、
地
域
住
民
等

の
連
携
強
化

標

語

『
あ
な
た
の
「
も
し
や
？
」
が

子
ど
も
を
救
う
』

平
成
十
八
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
標
語
と
し
て
全
国
公
募
に
よ

り
選
定
さ
れ
た

中な
か

定
弘

さ
だ
ひ
ろ

さ
ん
（
京

都
府
）
の
作
品

期

間

十
一
月
一
日

～
三
十
日

ま
で
の
一
か
月
間

ス
ト
ッ
プ

ザ
・「
飲
酒
運
転
」！

『
飲
酒
運
転
の
撲
滅
』
に
協
力
を
！

一
滴
で
も
…
飲
ん
だ
ら
、
乗
ら
な
い
！

そ
ん
な
こ
と
当
た
り
前

何
を
今
さ
ら
…
！

で
も
、
こ
ん
な
油
断
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

乾
杯
の
ビ
ー
ル
一
杯
だ
け
だ
し
、
酔
っ
て

い
な
い

汗
を
か
い
た
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
は
抜
け
た

は
ず

時
間
が
経
っ
た
の
で
、
酔
い
は
さ
め
た

二
日
酔
い
は
飲
酒
運
転
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

飲
酒
の
量
が
少
な
く
、

「
自
分
は
酔
っ
て
い
な
い
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
運
転

に
は
悪
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
職
業
・

地
位
・
名
誉
な
ど
全
て
を
失
う
だ
け
で
な
く
、

大
切
な
家
族
を
も
不
幸

に
巻
き
込
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
家
庭
か
ら
、
職

場
か
ら
飲
酒
運
転
を
撲

滅
し
ま
し
ょ
う
。

『
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、

乗
る
な
ら
飲
む
な
！
』

高
齢
者
の
み
な
さ
ん

薄
暮
時
間
帯
の

交
通
事
故
に
注
意
を
！

（
薄
暮
時
間
帯
）

概
ね
午
後
五
時
ご
ろ
～

午
後
七
時
ご
ろ

今
年
は
、
県
下
で
二
十
三

名
の
高
齢
者
の
方
が
交
通
事

故
の
被
害
者
と
な
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
者
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
に
努

め
、
「
早
め
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
」
を
お
願
い

し
ま
す
。

高
齢
者
の
方
が
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る

い
服
装
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
夜

光
反
射
タ
ス
キ
な
ど
を
身
に
付
け
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が

解
禁
さ
れ
ま
す
！

山
に
入
る
人
は
、
目
立
つ
服
装
と
ラ
ジ
オ

な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
行
す
る
よ
う
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

11･

12
月
中
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

11
月
８
日

徳
島
西
警
察
署

11
月
22
日

小
松
島
警
察
署

12
月
13
日

美
馬
警
察
署

12
月
20
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

12
月
６
日

徳
島
西
警
察
署

※
11
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０

ス
ト
ー
カ
ー
、
悪
質
商
法
、
薬
物
、
け
ん

銃
、
廃
棄
物
、
性
犯
罪
、
交
通
関
係
等
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

実

施
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小松島警察署から皆さんへのお願いです

地下鉄サリン事件が発生してから11年が経過しましたが、

警察庁が全国に特別手配しているオウム真理教関係の指名

手配被疑者３人が逃亡中です。写真の被疑者によく似た人

を見かけたり、参考になることを聞いたときは、警察に通

報願います。

あなたの情報が決め手です
警察庁特別手配被疑者（オウム真理教関係）

小松島警察署 32－0110
オウム24時間 0120－00－6024

この写真の男は、平成13年４月に徳島市内で

発生した殺人事件の犯人です。お心当たりのあ

る方は、警察に通報を願います。逮捕につなが

る情報には、謝礼金が提供されます。

あ、似てる、110番
徳島・殺人指名手配被疑者

〔特徴〕 前歯が４本ない（入れ歯？マスク？）

頭髪は薄いが顎髭は濃い

右の目尻にほくろ

盲腸の手術痕

首から背中にかけて多数

のほくろ

身長174㎝

小
こ

池
いけ

俊
とし

一
かず

昭和35年8月3日生（46歳）

0120－199－610
徳島東警察署 088－624－0110

指名手配被疑者の
検挙にご協力を!

実施期間 平成18年10月17日 ～12月31日

〔目的〕全国的に飲酒運転による重大事故が多発してお

り、こうした悲惨な飲酒事故を一掃していくためには、

県民一人ひとりの飲酒運転追放に向けた意識をより一

掃醸成する必要がある。そのため、県、市町村、警察、

関係団体などが一体となって、新たに飲酒運転撲滅運

動を展開し、県民総ぐるみで飲酒運転追放を推進する。

問い合わせ 勝浦町住民課 42-1501

飲酒運転撲滅キャンペーン

９月21日 から９月30日 に全国秋の交通

安全運動が実施されました。運動期間中、勝

浦町では勝浦町老人クラブ連合会の皆さんや

勝浦町交通安全推進

協議会の皆さんによっ

て交通安全キャンペー

ンが行われました。

交通安全キャンペーン

逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

平
ひら

田
た

信
まこと

41歳

身長：183㎝くらい
特徴：左首にほくろ、ひげが濃い

殺人・同未遂
逮捕監禁致死

高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

48歳

身長：173㎝くらい
特徴：眉毛が濃い

近視（メガネ使用かも）

殺人・同未遂

菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

34歳

身長：159㎝くらい
特徴：右目の下にほくろ

眉間に横一文字の傷跡
右こめかみにほくろ

！
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午前８時～11時まで
※悪天候の場合は12日 に延期します。

ところ 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料
１個 500円～1，000円（別表参照）

引き取り先のない特定家庭用機器４品目

（エアコン、テレビ、電気冷凍・冷蔵庫、

電気洗濯機）

運搬料金 １個 2，000円

原則としては、小売店へ引き渡すことと

なっています。

先に郵便局でリサイクル料金をお支払い

のうえ、ご持参ください。

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

生活様式の多様化により、ごみの量が増加し、

それらを処理する経費も増加してきています。

修理可能な物は修理するなど、廃棄物をでき

るだけ少なくする為のご協力をお願いします。

※ごく一部の会社の製品がこの料金

と違うものがあります。
別に郵便局で手数料が１個につき

100円必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

勝浦町クリーンセンター

女性の人権ホットライン

このたびは、「プルタブ・アルミ缶回収」にご

協力いただき、まことにありがとうございます。

10月12日までに、４回（プルタブ・アルミ缶

合わせて）100㎏を送ることができました。ま

だまだ800㎏には遠い道のりがございますが、

次は200㎏目指してこれからも少しずつ集めて

いきたいと思います。

この100㎏のプルタブ・アルミ缶を集めるこ

とが出来ましたのは、保育所・小学校はじめ、

回収にご協力いただいているお店や勝浦町の皆

様がこつこつと集めてくださったおかげです。

ある、お店屋さんでは、いくつものペットボト

ルにプルタブを沢山集めていただきましたし、

そっと学校の校門にアルミ缶やプルタブを置い

て帰ってくださる方もいらっしゃいました。本

当に感謝の気持ちで一杯です。

今年中を目標に、協力の輪を広げ、今後とも

皆様のご協力よろしくお願いします。

勝浦中学校 生徒会一同より

いつも
ご協力ありがとう
ございます

皆さん、女性のホットラインをご存知ですか。

職場における男女差別やセクシャルハラスメ

ント、夫やパートナーからの暴力など女性の人

権問題に関する専用相談電話です。ひとりで悩

まず気軽に相談してください。女性の人権擁護

委員及び徳島県地方法務局職員が中心となって

相談に応じています。なお、秘密は固く守られ

ます。

11月13日 ～19日 までの７日間は「女

性のホットライン」の全国一斉強化週間です。

平日は午前８時30分から午後７時30分まで、

土曜日・日曜日は午前10時から午後５時まで電

話相談を受け付けます。

電話番号は 0570（070）810です。

なお、通常は平日午前８時30分から午後５時1

5分まで相談を受けており、土曜日・日曜日・祝

日は留守番電話となっています。

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

と き 平成18年11月５日

（42)4649

家庭の粗大ごみの

回収について
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国民年金保険料の年末調整や確定申告は

領収書・証明書の添付が必要です！

国民年金保険料は全額が社会保険料控除（非課税）の対象となります。１年間に納付した国民年

金保険料の額を証明する控除証明書（ハガキ）は社会保険庁から11月上旬に送付されます。証明内

容は、本年１月から10月２日までに納付された国民年金保険料の額と、年内に納付が見込まれる場

合の納付見込額です。年末調整や確定申告の手続きの際は、必ずこの証明書や領収書が必要となり

ますので、大切に保管してください。なお、お問い合わせ等は、控除証明書専用ダイヤルまたは社

会保険事務所までお願いします。

Ｑ１ 「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されている月分以外の保険料を12月31

日までの間に納付した場合は、今年分として申告できますか？

Ａ１ 今年分として申告できます。「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されてい

る保険料額に、後から納付した保険料額を合算して申告してください。なお、後から納付した

保険料分の「領収証書」も添付する必要があります。

Ｑ２ 家族の保険料を納付しましたが、控除の対象となりますか？

Ａ２ 世帯主又は配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は、納付した方がその保険

料を申告することができます。

【控除証明書専用ダイヤル】 0570－00－9911
（平成18年11月１日～平成19年３月16日 平日９:00～17:00）

予約制による年金相談のご案内

徳島県内の全社会保険事務所では、予約制による年金相談を実施しておりますのでご利用ください。

年金相談のご予約は、相談希望日１ヶ月前からお電話または年金相談窓口でお受けいたしますの

で、ご希望の日時をご指定ください。ご予約を受付する際に、相談者氏名、基礎年金番号、電話番

号、相談内容等について確認させていただきます。

※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合がありますので、あらかじめご了承願

います。

【予約申し込み電話番号】

■徳島北社会保険事務所 ■徳島南社会保険事務所 ■阿波半田社会保険事務所

徳島市佐古三番町12-8 徳島市山城西4-45 美馬郡つるぎ町半田字小野113

088（655）0200 088（652）1511 0883（64）3128

予約申し込み方法について

年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書

等、相談者本人であることの確認ができるものをご持参のうえ、予約時間の５分前まで

にお越しいただき総合相談窓口にお申し出ください。

※代理の方がご相談に来られる際には、委任状が必要となります。

※ご都合により来所できない場合は、事前にご連絡をお願いします。
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国保と医療費

会社などを退職して被用者年金（厚生年金や共済年金など）を受けられる人で、

国保に加入している75歳未満の人とその被扶養者は、「退職者医療制度」でお医者さ

んにかかることができます。（被用者年金の加入期間が20年以上等の条件があります）

お医者さんにかかるとき

退職者医療制度について

届け出に必要なもの

年金証書を受け取ったら、14日以内に届け出てください。

「国民健康保険退職被保険者証」が交付されます。

・保険証 ・年金証書 ・印かん

必ず届け出をしましょう

退職者医療制度では、職場の健康保険などからの拠出金も財源の一つとなっています。届

け出が遅れると、拠出金が負担する分まで国保の負担になってしまいます。皆さんの負担の

軽減にもつながりますので、対象となったら必ず届け出をしましょう。

必ず届け出をしましょう

問い合わせ 勝浦町総務税務課 (42)1503

医療費の自己負担割合
年齢などによって自己負担の割合が異なります。

※７歳未満児（満７歳の誕生日の前日の属する月末日までの間にある者）は、外来入院に係る医療費に

ついては、乳幼児等医療費により助成されます。（助成対象者には所得の制限があります。乳幼児等医

療費については、勝浦町福祉課までお問い合わせください）

０歳～２歳 → 医療費の２割※

３歳※～69歳 → 医療費の３割

70歳以上 → 医療費の１割

（一定以上所得者は３割）

病院などの窓口で「国民健康保険退職被保険者証」を提示して受診

します。自己負担割合は一般国保と同じです。
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「
障
害
が
あ
る
」
と
い
う
だ
け
で
、
周
り

か
ら
特
別
な
目
で
見
ら
れ
た
り
、
特
別
な
扱

い
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
ど
ん
な

に
嫌
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
ど
こ
か
が

不
自
由
と
い
う
だ
け
で
、
「
自
分
と
は
違
う

人
間
だ
」
と
線
を
引
い
て
し
ま
う
こ
と
は
、

絶
対
に
間
違
っ
て
い
る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

私
は
、
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
て
、

障
害
の
あ
る
人
と
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、「
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
」
と
い
っ
て
、
盲
導
犬
を
育
成
す
る
た

め
に
、
生
後
間
も
な
い
子
犬
を
引
き
取
っ
て

一
年
間
育
て
る
、
い
わ
ば
里
親
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

の
で
、
目
の
不
自
由
な
方
々
と
会
う
機
会
が

し
ば
し
ば
あ
る
の
で
す
。

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
条
件
が
合
え
ば
、

誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
条
件
は
、

「
犬
を
家
の
中
で
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
」

「
犬
を
留
守
番
犬
に
し
な
い
こ
と
」「
家
族
全

員
が
犬
を
好
き
で
あ
る
こ
と
」
そ
し
て
、

「
自
宅
の
敷
地
内
に
ト
イ
レ
を
確
保
す
る
こ

と
」
で
す
。
こ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
パ
ピ
ー

ウ
ォ
ー
カ
ー
に
な
れ
る
の
で
す
。
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
は
、「
お
す
わ
り
」
や
「
ふ
せ
」
な
ど

の
基
本
的
な
躾
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一

年
間
た
っ
ぷ
り
と
愛
情
を
注
い
で
、
人
間
と

犬
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
の
で
す

し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
犬
が
盲
導
犬

に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い

訓
練
を
受
け
て
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
犬
だ
け

が
、
盲
導
犬
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
た
ち
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
愛
情
を
込
め

て
育
て
た
犬
の
三
分
の
二
は
、
残
念
な
が
ら

テ
ス
ト
に
不
合
格
と
な
っ
て
、
ペ
ッ
ト
と
し

て
各
家
庭
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

盲
導
犬
の
役
割
は
、
目
の
不
自
由
な
方
々

を
行
き
た
い
場
所
に
誘
導
す
る
こ
と
で
す
。

盲
導
犬
の
飼
い
主
の
こ
と
を
、
通
常
は
「
ユ
ー

ザ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
誘
導
し
て
い
る
途
中
に
、
段
差

が
あ
る
と
し
ま
す
。
盲
導
犬
は
、
段
差
が
あ

る
こ
と
を
ユ
ー
ザ
ー
に
教
え
る
た
め
に
、
段

差
の
前
で
止
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

ユ
ー
ザ
ー
は
何
か
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
足

や
杖
で
確
か
め
、
状
況
を
把
握
す
る
の
で
す
。

先
程
、
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
な
る
条
件
の

中
に
、
「
自
宅
の
敷
地
内
に
ト
イ
レ
を
確
保

す
る
こ
と
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
を
誘
導
し
て
い
る
と
き
に

用
を
足
そ
う
と
し
て
立
ち
止
ま
る
と
、
ユ
ー

ザ
ー
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
い
う
理
由
か
ら
な
の
で
す
。

私
は
、
幼
い
頃
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
今
に
な
っ
て
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
目
の
不
自
由
な
方
々
は
障
害

が
あ
っ
て
も
、
と
て
も
元
気
で
明
る
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て
交
流
す
る
機
会
が
年
に

数
回
あ
り
ま
す
。
参
加
者
は
い
つ
も
、
み
ん

な
で
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
と
き
、
総
合
学
習
の
時
間
に
、

目
の
不
自
由
な
方
々
と
話
す
機
会
を
得
ま
し

た
。
私
は
、
普
段
か
ら
感
じ
て
い
た
こ
と
を

率
直
に
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

「
つ
ら
く
な
い
ん
で
す
か
。」

と
こ
ろ
が
、
返
っ
て
き
た
答
え
は
、

「
全
然
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
。」

で
す
。
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
け
れ

ど
、
暗
く
し
て
い
た
ら
、
誰
も
寄
っ
て
き
て

く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
、

障
害
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
同
じ
こ
と

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
前
向
き
に
生
き
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

し
か
し
、
い
ま
の
私
た
ち
の
社
会
を
見
回

し
て
み
る
と
、
目
の
不
自
由
な
方
々
が
暮
ら

し
や
す
い
状
況
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
ま
だ
盲
導
犬
と
一
緒
に
入
れ
な
い
店

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
部
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
盲
導
犬
同
伴
を
許
可
し

て
い
ま
せ
ん
。
盲
導
犬
は
決
し
て
人
に
危
害

を
加
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
盲
導
犬
に
関

す
る
知
識
を
深
め
、
盲
導
犬
の
役
割
や
ユ
ー

ザ
ー
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
を
悩
ま
す
段
差
な
ど
を

で
き
る
だ
け
な
く
す
よ
う
な
政
策
を
進
め
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
社

会
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
努
力
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
す
る
こ
と
で
、
自

分
に
も
ま
だ
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
、
手
助
け
を
必
要
と
す

る
人
を
、
で
き
る
だ
け
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。

障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
特
別
扱
い
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
困
っ
て
い
る

と
き
に
、
差
し
伸
べ
る
手
が
あ
れ
ば
い
い
だ

け
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
助
け
ら
れ
る
、

そ
ん
な
優
し
い
気
持
ち
が
何
よ
り
も
大
切
な

の
で
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
七
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会
入
賞
作
品
集
よ
り

か
た
り
あ
う

ペ
ー
ジ

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
体
験
し
て
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朝
顔
の
紺
し
ぼ
り
つ
つ
果
て
に
け
り

釣
人
の
帽
子
新
ら
し
行
々
子

横
瀬

日
下
智
世
子

名
残
茄
子
焼
き
て
一
人
の
夕
餉
と
る

灯
台
を
見
下
ろ
す
宿
に
秋
惜
し
む

三
渓

中

林

祥

子

は
だ
寒
く
ひ
ぐ
ら
し
鳴
き
て
し
ま
い
ご
と

さ
き
ほ
こ
る
朝
顔
つ
る
の
種
を
と
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

刈
田
道
鴉
の
一
羽
飛
び
立
て
り

縁
台
普
請
の
み
音
高
く
秋
日
和

生
名

石

田

白

萩

こ
う
の
鳥
お
目
出
度
運
び
天
高
く

人
の
世
の
命
は
か
な
く
萩
の
寺

生
名

小

西

典

子

暮
れ
て
な
ほ
秋
夕
焼
の
衰

お
と
ろ

え
ず

拾
い
た
る
木
の
実
に
山
の
声
を
聞
く

生
名

丸

山

香

月

田
を
守
る
夫
に
手
を
振
る
青
田
風

木
犀
の
香
り
見
上
げ
る
遍
路
か
な

星
谷

上

岡

久

子

黄
金
田
の
遙
か
中
山
晴
雨
け
り

彼
岸
花
盛
り
し
萩
や
へ
ん
ろ
道

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

湯
上
り
の
肌
に
清
し
き
萩
の
風

追
伸
に
後
四
五
日
で
柿
う
れ
る

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

遠
く
か
ら
見
ゆ
る
里
山
秋
日
和

生
ま
れ
く
る
孫
の
名
あ
れ
こ
れ
秋
灯

沼
江

大

川

冨

枝

新
米
や
今
朝
の
厨
に
酢
の
匂
い

岩
山
の
深
き
樹
海
や
秋
の
水

沼
江

中
井
清
二
郎

ひ
と
休
み
野
菊
の
横
に
腰
お
ろ
す

秋
遍
路
急
ぐ
細
道
曼
珠
沙
華

坂
本

中

山

治

一
人
居
の
淋
し
さ
に
聞
く
ち
ち
ろ
か
な

鵙
猛
る
心
の
欝
も
吹
き
と
ば
す

坂
本

山

口

昭

市

吾
が
ほ
と
り
野
菊
の
ご
と
き
人
あ
り
て

慈
眠
寺
へ
古
道
を
辿
る
秋
遍
路

坂
本

新

居

雄

彦

梵
鐘
に
歩
を
速
め
た
る
秋
遍
路

旅
人
の
足
引
き
止
め
し
野
菊
か
な

坂
本

仙

才

良

子

彩
を
添
え
て
棚
田
の
野
菊
か
な

笠
紐
を
解
け
ば
妻
似
の
秋
遍
路

坂
本

池

谷

武

久

夕
鵙
や
仕
事
仕
舞
い
の
峠
道

民
宿
と
な
り
し
母
校
に
秋
遍
路

坂
本

新

居

晋

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

十
一
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品

「
お
は
よ
う
と
く
し
ま
」
の
健

康
相
談
で
お
な
じ
み
の
、
わ
ら

じ
医
者
こ
と
、
早
川
一
光
さ
ん

を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

路
地
か
ら
路
地
へ
と
往
診
を

中
心
に
診
療
を
続
け
て
こ
ら
れ

お
話
か
ら
、
「
生
き
る
」
こ
と
と
「
老
い
る
」
こ
と
、
そ
し
て
人
権

の
基
本
と
な
る
『
命
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

入
場
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
、
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
上
勝
町
教
育
委
員
会

（
４
５
）０

１
１
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講

師

早

川

一

光
先
生

演

題

「
町
お
こ
し
は
人
お
こ
し
」

日

時

十
一
月
二
十
六
日

午
後
一
時
開
演

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
郡
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

勝
浦
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

上
勝
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

人
権
を
考
え
る
勝
浦
郡
民
の
集
い

講
演
会
の
お
知
ら
せ
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

５ 日 運 動 教 室 13:30～
住 民 福 祉
セ ン タ ー

中山・横瀬
与川内住民 合同

運動ができる
服装

11 土 イ ン フ ル エ ン ザ ８:30～14:30 勝 浦 病 院
日時等を指定し通知
しています。

予防接種予診票

14 火
健 康 相 談 ９:30～10:00

生名センター 住 民 健康手帳
糖 尿 病 教 室 10:00～11:00

15 水

健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館

住 民 健康手帳健 康 相 談 13:30～14:00
星 谷 集 会 所

糖 尿 病 教 室 14:00～15:00

17 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年５月１日～
９月30日までに生ま
れた子

母子健康手帳

18 土 イ ン フ ル エ ン ザ ８:30～14:30 勝 浦 病 院 日時等を指定し通知
しています。

予防接種予診票

20 月
健 康 相 談

９:00～12:00 掛 谷 集 会 所 住 民
健康手帳
エプロン糖 尿 病 教 室

25 土 イ ン フ ル エ ン ザ ８:30～14:30 勝 浦 病 院 日時等を指定し通知
しています。

予防接種予診票

みんなの健康

高齢者インフルエンザ予防接種の実施について!
先に、申し込みがありましたインフルエンザの予防接種を、次のとおり行います。

接 種 月 日 11月11日 ・18日 ・25日
受 付 時 間 午前８時30分～午後２時30時（時間は配分してお知らせします）

接種対象者 65歳以上の人

60歳～64歳の人で、心臓・腎臓・呼吸器等の機能に日常生活が極度に

制限される程度の障害がある人（主治医にあらかじめご相談ください）

接種医療機関 勝浦病院 （42）2555

当日持参するもの 予防接種予診票
（接種日５日くらい前までに送付しますので、必ず記入し持参してください）

料 金 1,000円（生活保護世帯の人は除く）

※接種希望者が多数のため、希望どおりにならない場合がありますがご了承ください。

インフルエンザの予防
インフルエンザは、空気中に拡散されたウイルスによって感染するため、流行期前に予防接種を

受け免疫をつけておくことが大切です。

また、感染予防のためには、人ごみは避け、日ごろから、十分な栄養や休息をとることが大切で

す。インフルエンザ感染の広がりには、空気の乾燥が関連しています。室内では加湿器などを使っ

て、適度な湿度を保ちましょう。外出時のマスクや帰宅時のうがい、手洗いは必ずしましょう。

去る９月５日・20日に町内を巡回して実施しました。結核検診の結果

は受診者数102人でした。精密検査が必要な方には通知を送付しました

が、異常がなかった方には、個人通知をしませんのでご了承ください。

なお、精密検査が必要な方は、必ず医療機関等へ受診してください。

巡回結核検診の

結果について
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保
健
だ
よ
り

整
形
外
科
か
ら

勝
浦
病
院
・
整
形
外
科
は
火

曜
日
と
木
曜
日
の
午
前
中
の
み

診
察
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

十
一
月
か
ら
当
分
の
間
、
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
火
曜
日

午
前
中
の
み

（
今
ま
で
ど
お
り
）

・
木
曜
日

午
後
の
み

（
十
一
月
か
ら
変
更
）

な
お
、
学
会
等
に
よ
り
休
診

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
の
際
に
は
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

出
前
健
康
教
室
の
ご
案
内

勝
浦
病
院
で
は
、
愛
育
班
や

老
人
会
・
趣
味
の
会
等
の
集
ま

り
に
出
向
き
、
健
康
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
糖

尿
病
・
骨
粗
し
ょ
う
症
等
病
気

に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
禁
煙
に

つ
い
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
一
月
も
引
き
続
き

糖
尿
病
教
室
（
毎
週
火
曜
日
）

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（

４
２
）
２
５
５
５

勝

浦

病

院
だ

よ

り



※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

11月 14日 ･28日
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11月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

７日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

14日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

21日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

28日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

11月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

６日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

13日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

20日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

27日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

十
一
月
四
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

十
一
月
十
一
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ククリリーーンン情情報報

平成18年６月１日から飼

い猫・飼い犬の引取りが

有料化になっています。

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」古紙の回収にご協力を
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女甲冑録 東 郷 隆

息がとまるほど 唯 川 恵

導火線 松 浪 和 夫

ひとかげ よしもとばなな

牡丹酒 ―深川黄表紙掛取り帖２－ 山 本 一 力

桜ハウス 藤堂志津子

薩摩組幕末秘録 鳴 海 章

風が強く吹いている 三浦しをん

水銀虫 朱 川 湊 人

アンフェアな月 ―刑事雪平夏見― 秦 建日子

愚者と愚者 上・下 打 海 文 三

祝 福 野 中 柊

天下布武 上・下 安部龍太郎

中原の虹 第１巻 浅田 次郎

不当買収 江 上 剛

レシピじゃわからない料理の知恵 樋 口 秀 子

楽しんで、ナチュラル染色 松 本 道 子

フェルトっておもしろい 下 田 直 子

新着図書の一部紹介

フツーなんかじゃ、この

世界を生き抜けない――死

んだ父親の「秘密」を知っ

たワタル。その瞬間から、

少年の孤独なサバイバルゲー

ムが始まった。感動成長小

説。

四度目の氷河期

荻 原 浩

年頃を迎えた水茶屋「明

石屋」の娘・お初の前に、

突然現れた若い男。彼女の

見合相手と身を明かすその

男に、お初が淡い恋心を抱

き始めた矢先、事件は起こっ

た…。感涙止まぬ、傑作人

情譚！

恋いちもんめ

宇江佐 真理

日 時 11月７日 ～12日
午前９時30分～午後５時

場 所 勝浦町図書館二階
視聴覚室・郷土資料室

今年も阿波絵師等によって描かれた

掛軸を展示することになりました。

是非この機会にご鑑賞ください。

作者：三 木 恒 山

★おはなし会

26日 午後２時から 図書館幼児室

小さなお子様を対象にした紙芝居の読
み聞かせです。ぜひいらして下さい。

11月の行事

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横の
ブックポストに入れてください

★ 11 月 ★
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

掛
軸

展
示
会

図書館だより
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まちのうごき
平成18年９月16日～平成18年10月15日（敬称略）

日 時 11月９日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 11月11日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 11月14日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

日 時 場 所 備 考

11月３日

11月10日

11月17日

11月24日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 (42)4652

心配ごと相談

11月交流講座ご案内

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を
開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ９ ・16 午後 7:30～9:30

踊 り 15 ・22 午後 7:30～9:30

歌 謡 ９ ・30 午後 7:30～9:30

生け花 ６ ・20 午後 7:30～9:30

大正琴 16 ・24
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

人 口（平成18年９月30日現在）

世帯数 2,159戸

男性 3,089人

女性 3,337人

計 6,426人

出生 男 ３人 女 ０人 計 ３人

死亡 男 １人 女 ３人 計 ４人

転入 男 ４人 女 ４人 計 ８人

転出 男 ６人 女 ３人 計 ９人

ご結婚おめでとう

（ 大字生名字石垣

大字生名字石垣

河 野 修 平
佐 伯 千 夏

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

お誕生おめでとう

大字生名字大前 ）杉 本 卓 司
香 織

長男 康
こう

太
た

郎
ろう

大字棚野字都井谷 ）高 田 敦 仁
美 樹

二男 海
かい

秋
しゅう

大字星谷字山下 ）崔 允 碩
宮本奈保美

長男 駿
しゅん

11月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

山 下 安 恵 さん（中角） 谷 本 浩 さん（中山）

畑 名 耕 造 さん（横瀬）

勝浦町親睦ゴルフコンペ

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（９月16日～10月15日）
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